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１．損益計算書の状況 
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◆1-1 連結情報 

 売上高は、国内におけるオフィス家具販売が引き続き好調に推移したことや消費増税前の

駆け込み需要等から、前年同期比10.3％増の869億円となりました。 

 利益面では、増収による売上総利益の増加及び経費増加抑制による売上高販管費率の低

下等により、営業利益は前年同期比42.0％増の75億円、経常利益は前年同期比29.2％増の

75億円となりました。四半期純利益は特別利益の減少や法人税等の増加等がありましたが、

経常利益の増加により前年同期比14.4％増の44億円となりました。 

（単位：百万円）

売 上 高 78,818 86,966 ＋8,148 ＋10.3%

売 上 総 利 益 27,026 30,358 ＋3,332 ＋12.3%

（率） (34.3%) (34.9%) (＋0.6p)

販売費及び一般管 理費 21,740 22,854 ＋1,114 ＋5.1%

（率） (27.6%) (26.3%) (△1.3p)

営 業 利 益 5,285 7,504 ＋2,219 ＋42.0%

（率） (6.7%) (8.6%) (＋1.9p)

経 常 利 益 5,851 7,561 ＋1,710 ＋29.2%

（率） (7.4%) (8.7%) (＋1.3p)

四 半 期 純 利 益 3,881 4,439 ＋558 ＋14.4%

（率） (4.9%) (5.1%) (＋0.2p)

（注）連結子会社24社・持分法適用関連会社１社
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◆1-2 売上高 
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１．損益計算書の状況 

 売上高は、国内におけるオフィス家具販売が引き続き好調に推移したことや消費増税前の
駆け込み需要等から、前年同期比10.3％増の869億円となりました。 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

22年12月期
第１四半期

23年12月期
第１四半期

24年12月期
第１四半期

25年12月期
第１四半期

26年12月期
第１四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

76,748 73,583 77,272 78,818 86,966 ＋8,148 ＋10.3%

25,974 25,873 27,036 27,026 30,358 ＋3,332 ＋12.3%

(33.9%) (35.2%) (35.0%) (34.3%) (34.9%) (＋0.6p)

21,306 21,344 21,406 21,740 22,854 ＋1,114 ＋5.1%

(27.8%) (29.0%) (27.7%) (27.6%) (26.3%) (△1.3p)

4,668 4,529 5,629 5,285 7,504 ＋2,219 ＋42.0%

(6.1%) (6.2%) (7.3%) (6.7%) (8.6%) (＋1.9p)

4,691 4,838 6,077 5,851 7,561 ＋1,710 ＋29.2%

(6.1%) (6.6%) (7.9%) (7.4%) (8.7%) (＋1.3p)

2,522 2,580 3,103 3,881 4,439 ＋558 ＋14.4%

(3.3%) (3.5%) (4.0%) (4.9%) (5.1%) (＋0.2p)

（率）
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（率）
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（率）

（率）
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◆1-3 売上総利益 
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 売上総利益は、増収により前年同期比12.3％増の303億円となり、売上総利益率は34.9％と
なりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

22年12月期
第１四半期

23年12月期
第１四半期

24年12月期
第１四半期

25年12月期
第１四半期

26年12月期
第１四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

76,748 73,583 77,272 78,818 86,966 ＋8,148 ＋10.3%

25,974 25,873 27,036 27,026 30,358 ＋3,332 ＋12.3%

(33.9%) (35.2%) (35.0%) (34.3%) (34.9%) (＋0.6p)

21,306 21,344 21,406 21,740 22,854 ＋1,114 ＋5.1%

(27.8%) (29.0%) (27.7%) (27.6%) (26.3%) (△1.3p)

4,668 4,529 5,629 5,285 7,504 ＋2,219 ＋42.0%

(6.1%) (6.2%) (7.3%) (6.7%) (8.6%) (＋1.9p)

4,691 4,838 6,077 5,851 7,561 ＋1,710 ＋29.2%

(6.1%) (6.6%) (7.9%) (7.4%) (8.7%) (＋1.3p)

2,522 2,580 3,103 3,881 4,439 ＋558 ＋14.4%

(3.3%) (3.5%) (4.0%) (4.9%) (5.1%) (＋0.2p)

（率）

（率）
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（率）

（率）
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◆1-4 販売費及び一般管理費 
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 販売費及び一般管理費は、前年同期比5.1％増の228億円となりましたが、経費増加抑制に
努めた結果、売上高販管費率は前年同期比1.3ポイント減の26.3％となりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

22年12月期
第１四半期

23年12月期
第１四半期

24年12月期
第１四半期

25年12月期
第１四半期

26年12月期
第１四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

76,748 73,583 77,272 78,818 86,966 ＋8,148 ＋10.3%

25,974 25,873 27,036 27,026 30,358 ＋3,332 ＋12.3%

(33.9%) (35.2%) (35.0%) (34.3%) (34.9%) (＋0.6p)

21,306 21,344 21,406 21,740 22,854 ＋1,114 ＋5.1%

(27.8%) (29.0%) (27.7%) (27.6%) (26.3%) (△1.3p)

4,668 4,529 5,629 5,285 7,504 ＋2,219 ＋42.0%

(6.1%) (6.2%) (7.3%) (6.7%) (8.6%) (＋1.9p)

4,691 4,838 6,077 5,851 7,561 ＋1,710 ＋29.2%

(6.1%) (6.6%) (7.9%) (7.4%) (8.7%) (＋1.3p)

2,522 2,580 3,103 3,881 4,439 ＋558 ＋14.4%

(3.3%) (3.5%) (4.0%) (4.9%) (5.1%) (＋0.2p)

（率）

（率）
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経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）
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（率）
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◆1-5 営業利益及び経常利益 
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 増収による売上総利益の増加及び経費増加抑制による売上高販管費率の低下等により、
営業利益は前年同期比42.0％増の75億円、経常利益は前年同期比29.2％増の75億円となり
ました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

22年12月期
第１四半期

23年12月期
第１四半期

24年12月期
第１四半期

25年12月期
第１四半期

26年12月期
第１四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

76,748 73,583 77,272 78,818 86,966 ＋8,148 ＋10.3%

25,974 25,873 27,036 27,026 30,358 ＋3,332 ＋12.3%

(33.9%) (35.2%) (35.0%) (34.3%) (34.9%) (＋0.6p)

21,306 21,344 21,406 21,740 22,854 ＋1,114 ＋5.1%

(27.8%) (29.0%) (27.7%) (27.6%) (26.3%) (△1.3p)

4,668 4,529 5,629 5,285 7,504 ＋2,219 ＋42.0%

(6.1%) (6.2%) (7.3%) (6.7%) (8.6%) (＋1.9p)

4,691 4,838 6,077 5,851 7,561 ＋1,710 ＋29.2%

(6.1%) (6.6%) (7.9%) (7.4%) (8.7%) (＋1.3p)

2,522 2,580 3,103 3,881 4,439 ＋558 ＋14.4%

(3.3%) (3.5%) (4.0%) (4.9%) (5.1%) (＋0.2p)

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）

売 上 高

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び一 般管 理費

（率）

（率）
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◆1-6 四半期純利益 
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  ○特別利益・・・固定資産売却益 56百万円 
  ○特別損失・・・なし 

 四半期純利益は、特別利益の減少や法人税等の増加等がありましたが、経常利益の増加
により前年同期比14.4％増の44億円となりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

22年12月期
第１四半期

23年12月期
第１四半期

24年12月期
第１四半期

25年12月期
第１四半期

26年12月期
第１四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

4,691 4,838 6,077 5,851 7,561 ＋1,710 ＋29.2%

(6.1%) (6.6%) (7.9%) (7.4%) (8.7%) (＋1.3p)

－ △254 △628 ＋261 ＋56 △205 △78.5%

特 別 利 益 － ＋341 － ＋261 ＋56 △205 △78.5%

特 別 損 失 － △ 595 △ 628 － － － －

4,691 4,585 5,448 6,112 7,617 ＋1,505 ＋24.6%

(6.1%) (6.2%) (7.1%) (7.8%) (8.8%) (＋1.0p)

2,169 2,005 2,345 2,231 3,178 ＋947 ＋42.4%

2,522 2,580 3,103 3,881 4,439 ＋558 ＋14.4%

(3.3%) (3.5%) (4.0%) (4.9%) (5.1%) (＋0.2p)（率）

法 人 税 等

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益

特 別 損 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）

（率）



２．貸借対照表の状況 

資産の部 
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 増収に伴う売上債権の増加や有価証券の時価上昇により、総資産は2,813億円となりました。 
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その他流動資産 

（単位：億円） 

△150 

2,813 

負債・純資産の部 

26年３月末 

（単位：億円） 

322 

649 

135 

80 

701 

341 

479 

△143 

1,352 

190 

158 

331 

479 

320 

自己株式 

現金及び 
現金同等物 

売上債権 

たな卸資産 

その他固定資産 

投資有価証券 

有形固定資産 

無形固定資産 

仕入債務 

有利子負債 

その他負債 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

評価差額など 

25年３月末 

2,731 

318 

683 

177 

59 

651 

303 

422 

114 

△143 

1,316 

190 

158 

312 

491 

322 

82 123 

102 

26年３月末 25年３月末 

差額 

＋81 

＋38 

＋50 

＋4 

＋57 

△34 

△42 

差額 

△12 

△2 

＋18 

＋36 

＋41 

±0 

±0 

＋21 

△12 

±0 

主な増減要因 

主な増減要因 

四半期純利益 ＋53 
配当金支払 △17 

営業キャッシュフロー ＋80 
（25年３月末→26年３月末） 
設備投資 △45 

有価証券時価上昇 ＋38 

有価証券時価上昇 ＋59 

増収に伴う増加 

土地の売却等 △27 

※比較のため前期の数値は25年12月期第１四半期（25年３月末）を使用しており、決算短信記載の数値と異なります。 
※億円未満を切り捨てて表記しています。そのため合計が一致しない場合があります。 



＜キャッシュフロー＞ 
 営業キャッシュフローは△26億円、投資キャッシュフローは5億円となり、 
 フリーキャッシュフロー（※）は△20億円となりました。 
 また、財務キャッシュフローは10億円となりました。 
 

 以上の結果、当期末の現預金は、期首から32億円減少し、341億円となりました。 
 

（※） フリーキャッシュフロー＝営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー 

 
＜設備投資＞ 
 設備投資は、７億円を実施しました。 
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３．キャッシュフロー・設備投資の状況 
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26年３月末 25年12月末 

営業CF 

財務CF 投資CF 

（単位：億円） 

□ 現預金の増減内訳 
      26年12月期 <１～３月> 

□ キャッシュフロー計算書 
     26年12月期 <１～３月> 

（単位：億円） 

その他 

（単位：億円） 

□ 設備投資・減価償却費の推移 

△10 
＋5 

△26 

現預金 
374 

 
 
 

フリーキャッシュフロー △20億円 

△0 

減少 
△32 

現預金 
341 

 

※億円未満を切り捨てて表記しています。そのため合計が一致しない場合があります。 

◆営業キャッシュフロー △26

税金等調整前四半期純利益 ＋76

減価償却費 ＋17

賞与引当金の増減 ＋15

債権債務の増減 △116

たな卸資産の増減 △5

法人税等の支払 △19

その他 ＋6

◆投資キャッシュフロー ＋5

長期性預金の払戻 ＋12

設備投資 △7

投資有価証券の取得 △4

その他 ＋5

◆財務キャッシュフロー △10

配当金の支払 △8

その他 △1



４．事業セグメントの損益状況 
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◆4-1 ステーショナリー関連事業 

 売上高は、国内事業が好調に推移したことから前年同期比10.2％増の285億円となりました。 
 営業利益は、商品開発や流通施策における費用の増加があったもののその他の経費増加抑
制により、前年同期比2.6％増の33億円となりました。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 （単位：百万円） （単位：百万円） 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントに

て開示しております。そのため、23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※25年12月期より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しております。

これにより、25年12月期第１四半期連結累計期間のステーショナリー関連事業の営業利益は、24年12月期第１

四半期連結累計期間と比べて、86百万円増加しております。 
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（単位：百万円）
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23年12月期
第１四半期

24年12月期
第１四半期

25年12月期
第１四半期

26年12月期
第１四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 27,081 25,361 26,779 25,894 28,522 ＋2,628 ＋10.2%

営 業 利 益 3,601 3,325 3,369 3,266 3,351 ＋85 ＋2.6%
（率） (13.3%) (13.1%) (12.6%) (12.6%) (11.7%) (△0.9p)
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４．事業セグメントの損益状況 
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◆4-2 ファニチャー関連事業 

  売上高は、国内事業が景気の回復に伴うオフィス移転やリニューアルの増加により好調に
推移し、前年同期比15.4％増の380億円となりました。 
 営業利益は、増収による売上総利益の増加により、前年同期比70.3％増の39億円となりま
した。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 （単位：百万円） （単位：百万円） 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントに

て開示しております。そのため、23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※25年12月期より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しております。

これにより、25年12月期第１四半期連結累計期間のファニチャー関連事業の営業利益は、24年12月期第１四半

期連結累計期間と比べて、189百万円増加しております。 

（単位：百万円）
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第１四半期

23年12月期
第１四半期

24年12月期
第１四半期

25年12月期
第１四半期

26年12月期
第１四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 35,215 31,264 31,236 32,931 38,009 ＋5,078 ＋15.4%

営 業 利 益 1,541 1,514 2,071 2,299 3,916 ＋1,617 ＋70.3%
（率） (4.4%) (4.8%) (6.6%) (7.0%) (10.3%) (＋3.3p)
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◆4-3 通販・小売関連事業 

 売上高は、フォーレスト株式会社の連結除外（※）による減収分をカウネット及びアクタスの増
収分が上回り、前年同期比5.1％増の285億円となりました。 
 営業利益は、アクタスの出店による経費の増加等があったものの増収による売上総利益の
増加により、前年同期比約２倍の７億円となりました。 
 

（※）平成25年12月20日に当社の連結子会社であったオフィス用品の通販会社であるフォーレスト株式会社の株式を譲渡いたしました。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 （単位：百万円） （単位：百万円） 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントに

て開示しております。そのため、23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

※25年12月期より、受益負担を勘案した結果、連結子会社に対するグループ経営運営料を改定しております。

これにより、25年12月期第１四半期連結累計期間の通販・小売関連事業の営業利益は、24年12月期第１四半

期連結累計期間と比べて、149百万円減少しております。 

（単位：百万円）

22年12月期
第１四半期

23年12月期
第１四半期

24年12月期
第１四半期

25年12月期
第１四半期

26年12月期
第１四半期

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 25,714 25,893 26,919 27,186 28,570 ＋1,384 ＋5.1%

営 業 利 益 450 510 729 370 749 ＋379 ＋102.4%
（率） (1.8%) (2.0%) (2.7%) (1.4%) (2.6%) (＋1.3p)
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５．26年12月期の見通し 

 当第１四半期連結累計期間の業績は、売上、利益ともに当初予想を上回る状況で推移して
おりますが、消費増税の駆け込み需要の反動や原材料価格の高騰等、当社を取り巻く環境
が不透明なため、平成26年12月期の業績予想に変更はございません。 

※フォーレスト株式会社の株式譲渡に伴う平成26年12月期の見通しに与える影響額は、売上高で約100億円、

営業利益で約１億円、それぞれ減少します。 

※この資料に記述されている予想数値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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第２四半期（累計） (単位：百万円)

150,629 150,600 △29 △0.0%

ス テ ーシ ョナ リー 48,985 49,300 ＋315 ＋0.6%

フ ァ ニ チ ャ ー 60,766 62,350 ＋1,584 ＋2.6%

通 販 ・ 小 売 54,924 52,850 △2,074 △3.8%

調 整 額 △ 14,047 △ 13,900 ＋147 -

（率） 6,565 (4.4%) 6,000 (4.0%) △565 △0.4p △8.6%

ス テ ーシ ョナ リー （率） 4,579 (9.3%) 3,700 (7.5%) △879 △1.8p △19.2%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 2,399 (3.9%) 2,700 (4.3%) ＋301 ＋0.4p ＋12.5%

通 販 ・ 小 売 （率） 1,044 (1.9%) 1,000 (1.9%) △44 △0.0p △4.2%

調 整 額 △ 1,457 △ 1,400 ＋57 -

（率） 7,759 (5.2%) 6,500 (4.3%) △1,259 △0.8p △16.2%

（率） 4,477 (3.0%) 3,500 (2.3%) △977 △0.6p △21.8%

通　期 (単位：百万円)

288,083 289,000 ＋917 ＋0.3%

ス テ ーシ ョナ リー 90,115 91,400 ＋1,285 ＋1.4%

フ ァ ニ チ ャ ー 114,625 118,800 ＋4,175 ＋3.6%

通 販 ・ 小 売 110,531 106,400 △4,131 △3.7%

調 整 額 △ 27,189 △ 27,600 △411 -

（率） 6,426 (2.2%) 6,500 (2.2%) ＋74 ＋0.0p ＋1.1%

ス テ ーシ ョナ リー （率） 5,937 (6.6%) 5,300 (5.8%) △637 △0.8p △10.7%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 1,592 (1.4%) 2,500 (2.1%) ＋908 ＋0.7p ＋57.0%

通 販 ・ 小 売 （率） 1,552 (1.4%) 1,600 (1.5%) ＋48 ＋0.1p ＋3.0%

調 整 額 △ 2,656 △ 2,900 △244 -

（率） 8,276 (2.9%) 6,900 (2.4%) △1,376 △0.5p △16.6%

（率） 4,804 (1.7%) 3,700 (1.3%) △1,104 △0.4p △23.0%

前年差額 増減率前年率差

当 期 純 利 益

売 上 高

営 業 利 益

営 業 利 益

経 常 利 益

前年差額 増減率前年率差
25年12月期

第２四半期累計 実績
（６ヶ月）

26年12月期
第２四半期累計 予想

（６ヶ月）

25年12月期
通期 実績
（12ヶ月）

26年12月期
通期 予想
（12ヶ月）

四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

売 上 高



 従来のテープカッターの刃の部分は、金属をギザギザ形状にプレス加工したものだったため、
テープを切るのではなく、とがっている部分をきっかけにしてテープを引き裂いていました。一
方、｢カルカット｣で採用したエッチング加工で作られた特殊加工刃（特許申請中）は、刃の山・谷
全ての部分が「刃」になっており、テープを引き裂くのではなく切ることで、切る力を50％軽減（当
社従来品比）しています。 

 コクヨＳ＆Ｔ株式会社は、学生のノートづくりに最適な「テープのり＜キャンパスドットライナース
ティック＞」を発売しました。 
 

 「ドットライナー」シリーズは、「のり」がドット（＝点）状に粘着することでのり切れが良く、手軽に
美しくのり付けができ、好評を頂いております。  

～カーブも引ける、スティックタイプのテープのり～ 
「テープのり＜キャンパスドットライナースティック＞」を発売 

 コクヨS＆T株式会社は、軽い力でテープを切ることができる、新開発の特殊加工刃を採用した
テープカッター＜カルカット＞を発売しました。 

～軽く切れ、長く使える～ 
テープカッター＜カルカット＞を発売 
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６．主なトピックス 

 「テープのり＜キャンパスドットライ

ナースティック＞」は、スティックタイプ

なので持ちやすく、ペンケースにすっ

きり収まります。 

 本体に「回転式ヘッド」を採用、本体

先端部は360度回転するので、カーブ

も塗りやすくなっています。 

 のりは、塗りたてはズレても剥がし

て貼り直すことができ、時間経過とと

もに、しっかり定着する「プリント貼り

専用のり」を採用しているため、ノート

へのプリント貼りに最適です。 

 また、従来のテープカッターでは、テープを引き裂
きやすいよう、刃がテープに対して斜めに当たるよ
う取付けられていたため、テープの切り口が刃と同
じギザギザ形状になっていましたが、「カルカット」の
刃は、テープに対して垂直に当たるよう取り付けて
いるため、テープの切り口がまっすぐきれいに仕上
がります。 
 これらの特長により、「カルカット」はテープの種類
を問わず、軽い力でまっすぐにカットできます。さら
に、「カルカット」の特殊加工刃は、のりがたまりにく
い構造に加え、刃が消耗した際も簡単に替刃の交
換が出来るので、長く使用できる設計です。  



 コクヨファニチャー株式会社は、姿勢の動きや個人の体格差をサポートして、快適な座り心地

を提供する新デザインのオフィスチェアー「INSPINE（インスパイン）」を発売しました。 
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 株式会社カウネットは、事務用品、OA用品、生活用品などを掲載した「カウネットカタログ2014

年春夏号（第27号）」を発刊しました。 

 今号では、お客様の不満や困りごとを解決するために独

自の一工夫を加えたオリジナル商品（PB）“「カウコレ」プレ

ミアム”（※）を拡充しています。メモパッドの裏面を特殊コー

ティングしてすべりにくくした「片手で書いてもすべりにくいメ

モ」やノートパソコンを机上で使うときに角度がついている

ことで姿勢が楽になり、スマホなどの充電にも便利なコンセ

ント付きの「ノートPC机上台」等、約160品番を追加していま

す。 

 また、新たな取組みとして「介護消耗品ショップ」を新設し

たほか、「無料サンプル提供サービス」をこれまでの使い捨

て手袋に加え、おむつやマスク等でも開始し、医療・介護業

向けの商品やサービスを強化しています。 

“カウネットならでは”の付加価値型PB“「カウコレ」プレミアム”を拡充 

～「2014年春夏号カタログ」を発刊～ 

６．主なトピックス 

～業界初のワイヤーランバーサポート機構を搭載～ 
新発想のオフィスチェアー「INSPINE（インスパイン）」を発売 

 （※） 平成25年11月現在、コクヨファニチャー株式会社調べ。 

 「INSPINE」は、ワーカーを取り巻くＩＴ環境の変化、それに

伴う働き方、姿勢の変化に着目し開発されたチェアーです。 

 背もたれ部は、一本でつながったワイヤーが柔軟に背中

に追従する業界初（※）の「ワイヤーランバーサポート」によ

り、最適な座り心地を生み出すとともに、多様化する働き方

を最適にサポートします。座面は、骨盤を支える面形状を

設けたベース層にクッション層を乗せた独自の「ポスチャー

サポートシート」と、座面角度を最適に調節できる「前傾サ

ポート」機能を採用しました。これにより、座り姿勢が崩れ

る原因のひとつである腰の前ズレを防止し、前傾から後傾

まで様々な姿勢において、安定した姿勢の保持と適切な体

圧分散を実現しています。 

 カウネットカタログ表紙 
（※） 「カウコレ」プレミアム”は、お客様のちょっとした不満や困りごとを解決す
る付加価値型オリジナル商品で、低価格ながら安心の品質を提供する“「カウ
コレ」プライス”とともに昨年８月よりブランド化しました。 


